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障害者に対する潜在的態度による偏見の低減に向けた教育的介入

栗田　季佳

2010.4.1 特別研究員奨励費
現代中国の教育弱者に対する地域社会の支援機能と共同体的教育力
－農民工子女の事例－

植村　広美

2010.4.1 特別研究員奨励費
20 世紀ドイツにおける音楽教育方法論についての研究
－ミューズ教育に着目して－　　

小山　英恵

2010.4.1 特別研究員奨励費
タイにおける人権教育についてのケイパビリティ・アプローチによる分析

馬場　智子

2010.4.1 特別研究員奨励費
近世儒者の教育社会史的分析－知的ネットワークと社会構造－

渕上皓一朗

2010.4.1 特別研究員奨励費
生涯学習社会スウェーデンにおける高校教育カリキュラムの教育方法学的検討

本所　　恵

2010.4.1 特別研究員奨励費
日本映画史上に表れたる未来像のメディア社会学的考察
－映画と知識・教養の結びつき－

赤上　裕幸
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2010.4.1 特別研究員奨励費
教育実践に対する「語り」の限界に関する研究
－ＮＣＬＢ法と京都市の事例から－　　　

桐村　豪文

2010.4.1 特別研究員奨励費
近世の地域社会における知・情報の流通と伝達メディア

塩原　佳典
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平成22年度博士論文（平成22年3月から平成23年3月までの授与者）
（課程修了によるもの）

氏 　 　 名 論　文　題　目

東　畑　開　人 心理臨床における美の問題

田　中　慶　江 心理臨床におけるまなざし体験の生成

石　川　裕　之 韓国における才能教育制度の構造と機能に関する研究
池　田　華　子 シモーヌ・ヴェイユに見る「関係」の創造性

－「創造的注意」に基づく臨床教育的関係論－

竹　中　菜　苗 暗闇への探求

－循環する「闇」と「光」の心理臨床学的研究－

谷口（藤本）麻起子 摂食障害の人の在り方に関する心理臨床学的研究

藤　本　夕　衣 アイロニストのかたる「大学の物語」

－Ａ・ブル－ムとＲ・ロ－ティの古典論－

平　井　正　三 精神分析的心理療法と象徴化

－自閉症現象と早期の心の発達の解明の試み－

赤　上　裕　幸 日本映画教育史における「次に来るメディア」の知識社会学的研究

田　村　綾　菜 児童の謝罪と罪悪感の認知に関する発達的研究

井　谷　信　彦 存在論と「宙吊り」の教育学

－ボルノウ教育学の再考を軸に－

小　宮　あすか Socio-cultural grounding of regret and its functions: Comparing regret in Japan 
and the United States
（後悔の社会文化的基礎とその機能：日米の後悔を比較して）

森　本　裕　子 サンクション行動の適応基盤：リワードとパニッシュメントの機能

志　波　泰　子 幼児期の他者の意図と信念の理解の発達と実行機能の影響

井 藤 　 元 シュタイナー人間形成論における「自由」の構図

－試金石としてのゲーテ、シラー、ニーチェ－

友　久　茂　子 心理臨床における「境界イメージ」に関する研究

－主に学生相談室における実践から－

照　屋　信　治 近代沖縄教育史序説

－『琉球教育』『沖縄教育』にみる沖縄教育の模索－

大　薗　博　記 他者の信頼性の識別に関する認知・行動メカニズムの検討

篠　原　郁　子 母親が持つ「子どもの心に目を向ける傾向」と子どもの心の理解能力の発達

－生後 5年間の縦断的検討－

浦 田 　 悠 人生の意味に関する心理学的研究

－量的尺度と質的モデル構成－
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小　川　絢　子 幼児期における心の理論の獲得と実行機能の発達

溝 川 　 藍 感情表出の調整と他者の心の理解に関する発達的研究

魚　野　翔　太 Psychological and Neural Bases of Social Cognitive Dysfunction in Individuals 
with Pervasive Developmental Disorder
（広汎性発達障害における社会認知障害の基盤となる心理・神経メカニズム）

尹 　 秀 安 帝国日本と英語・英文学

（論文提出によるもの）

氏 　 　 名 論　文　題　目

安 田 　 裕 子 不妊治療者の人生選択のナラティブ

－子どもをもつことをめぐって－

藤 田 　 博 康 非行の心理臨床学的研究

～援助的な臨床実践とはいかなるものかという観点から～
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平 成 22 年 度 修 士 論 文

氏 　 　 名 論　文　題　目

上 床 弥 生 生徒間相互行為と教室秩序の維持　－ジェンダーコードに着目して－

塩 﨑 雅 恵 幼児期の物語内手がかり利用におけるファンタジー効果

棚 橋 彩 香 近江学園における発達を保障する教育の意義と課題
土 屋 智 裕 読解目標が批判的読解方略とモニタリング精度に及ぼす効果

中 島 雅 子 構成主義に基づく理科教育論の特質と構造 － R. オズボーンの所説を中心にして－

堀 家 健 一 いじめ被害経験を乗り越えていくプロセスの語り
－大学生へのインタビューを通して－

吉 井 勝 彦 学校評価の制度設計段階における議論の検討

久 野 和 子 「第三の場」としての学校図書館

牧　浦　　　寛 学術知と実業知の接続可能性　－知の構造から大学界と産業界の接点を考える－

柳 原 千 絵 単元「正の数と負の数」の指導に関する一考察
－減法における生徒の思考に着目して－

大 山 牧 子 大学における授業デザインに関する教員の協調的な学び
－アクティブ・ラーニング形態の授業を対象に－

鎹 　 純 香 生活の時間・空間と自己の統合　－日記の生涯学習的考察－

蒲 生 諒 太 点前における身体行為と道具配置　－茶道のテクスト分析をもとに－

白　戸　健一郎 満洲電信電話株式会社の多文化主義放送政策

谷 田 勇 樹 語のアクセントとその長期的知識が言語性短期記憶に影響を与えるメカニズム

田 村 徳 子 グアテマラにおける先住民コミュニティの学校参加
－ソロラ県の PRONADE学校を事例として－

中 山 真 孝 行為模倣における語彙・意味表象の役割　－実験心理学的検討－

畑　野　　　快 アイデンティティの観点からみた大学生の学習動機と学習行動

羽 山 裕 子 アメリカ合衆国の学習障害児教育に関する一考察　－RTI の意義と課題－

福 山 寛 志 対乳児行為（Motionese）が乳児の対象操作に与える影響
－行為中の視聴覚情報および情動情報からの分析－

舟 木 祐 人 教育にとっての自己と他者の統治　－フーコーのパレーシア解釈を中心に

松 永 智 子 戦時期ジャパン・タイムスの多元的言説空間
－浅間丸事件（1940 年）をめぐる報道分析から－

三 野 和 惠 日本統治下台湾のイギリス人宣教師による伝道事業
－不寛容性克服の契機に着目して－

山 根 実 紀 戦後日本における在日朝鮮人女性の識字教育
－教師－生徒間の関係性に着目して－

蒋　　　　　妍 大学生の授業・授業外学習観と達成動機・将来展望・意欲低下との関連
－授業・授業外学習観タイプによる検討－
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ベルマン　ロイ　マーシャル 米国植民地支配下フィリピンの教育とナショナリズム
－カミーロ・オシアスに着目して－

李　　　芝　映 近世前期京都の言説空間　－浅見絅斎・貝原益軒の伊藤仁斎批判を通じて

林　　　子　博 森文政期における道徳教育をめぐる論争　－文部省刊行『倫理書』の編纂を中心に

中 山 恵 美 近世日本における養生書の思想的考察
－貝原益軒『養生訓』と香月牛山『小児必用養育草』を中心に－

井 芹 聖 文 作り手が箱庭作品を名づけようとするときの体験について

江　城　　　望 摂食障害における自己と他者の関係について
－バウムテスト，最早期記憶を手がかりに－

木 下 直 紀 評価過敏性における自我理想としての他者　－関係性とまなざしから－

友 田 尚 輝 臨床動作法における「からだ」の体験とその変容過程についての心理臨床学的研究

　 　淳　史 他者の傷つきと主体の痛み　－生・死・生物性をめぐって－

門 前 斐 紀 人間存在としての美のかたち　－木村素衞の美学論文を手がかりに

義　江　多恵子 心理的な危機からの「動き」について

張　　　善　花 『韓日大学生に見られた風景構成法表現と語りの特徴に関する研究』

浅　田　恵美子 わたしの時
と

間
き

を再生する　－語られる体験という視点から－

岩 城 晶 子 「いやなもの」との関わり方についての一考察　－ PAC分析と語りを用いて－

髙　橋　紗也子 “看取り”における関係性について

富 松 良 介 外傷・死・夢

坂 上 元 太 環境教育におけるパウロ・フレイレの「意識化」理論の再考
－地球環境問題を「課題提起」する－

山 本 尚 代 ダンスムーヴメントにおけるイメージ体験について
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氏　　名 論　文　題　目

上　前　未沙子 「語ること・騙ること」を通しての自己省察
－道化の文学・太宰治の『人間失格』を手掛かりに－

清 原 敏 成 大学入試センター試験に関する一考察
熊 木 悠 人 幼児期の社会的ふり遊びにみる規範性
小 池 良 平 奈良女子大学附属小学校における教師の指導性
小　谷　友梨愛 児童言語研究会における一読総合法の成立　－林進治実践の意義に着目して－
小 林 萌 子 ヒロシマの『記憶』　－絵本が語るもの　絵本で伝えること－
小 林 淑 恵 新生児に見られる身体マッピング能力のメカニズムを探る
小　丸　恵里香 留岡清男における生活教育論　－社名淵時代から教科研時代を中心に－
高 畠 聡 美 生活指導における集団づくり論の転換　－折出健二の所論を中心に－
田　中　友香理 言語獲得期の乳児にみる、視聴覚クロスモーダル知覚　－オノマトペに着目して－
谷 口 弘 恵 三澤勝衛の地理教育における「風土」の思想
玉 置 真 依 神戸伊三郎における理科学習論の検討
内 藤 理 玄 金森俊朗の「いのちの学習」に関する一考察
仲　野　　　亮 ニヒリズムとそこからの脱却

－『罪と罰』におけるラスコーリニコフの復活について－
西 村 茉 美 大阪市立聾唖学校と高橋潔　－教育と職業の関係に着目して－
濱　口　真大朗 英語教育における学力形成の課題　－新英語教育研究会の所説を中心に－
松 枝 拓 生 ドゥルーズにおける「私」という現象　－『差異と反復』の時間論をめぐる考察－
山　本　　　剛 算数教育における「単位量あたりの大きさ」の指導に関する考察
泉　川　功一郎 運命の必然性と偶然性を巡る問いの意義　－九鬼周造の論考から－
栗 原 賢 太 郎 西田幾多郎に於ける人間の研究　－過程的存在としての人間＝旅人の素描－
荒 木 美 保 障害児のいのち　－中絶議論をめぐって－
小 山 真 帆 出産体験を語る／聞く性教育の可能性について
長谷川　博　之 中学校段階におけるキャリア教育に関する一考察
斎 藤 有 吾 大学生の英語学習者における学習ストラテジー使用に関する分析

－ニーズ分析に焦点をあてて－
行 俊 晴 菜 ラカンの想像界における攻撃性　－自己疎外に対する死への衝動－
浅 井 七 沙 大学生の自己評価におけるネガティブバイアス　－顕在指標と潜在指標の比較－
天下谷　恭　一 青年期におけるナルシシズムと対人コミュニケーションの関連について

－母親と重要な他者をめぐって－
葛　口　　　彩 死別経験を通した生と死に対する意識の変化　－青年期を対象として
倉 屋 香 里 児童期における情動を表す比喩の印象的伝達機能の理解の発達
栗 本 淳 子 「つながり」の様相を探る　－切れるという変化を通して－
黒 澤 彩 加 大学生の職業不決断の要因　－顕在的・潜在的性役割観の視点から－
近 藤 大 輝 自律的な動機づけからの課外活動経験が学習の動機づけに及ぼす影響について
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佐　 　　　映 初対面の二者の音楽演奏体験・聴取体験についての心理臨床学的研究
C.G.Jung のタイプ論における感情機能に注目して

千 葉 理 未 月経周期異常体験の性成熟期初期の女性におよぼす心的影響
西　　　智　美 「代理強化においてほめ方の違いが動機づけに与える影響」
西 田 圭 祐 青年期における親イメージと自己受容との関連について
野 崎 優 樹 自己領域と他者領域の区分に基づいたレジリエンス及びストレス経験からの成長

が情動知能に及ぼす影響
二 井 美 沙 自己嫌悪感経験後の自己受容に関する研究

－自己愛的脆弱性と現実自己・理想自己の参照点に注目して－
前 田 智 宏 「伝えたい」という意図が発話音声に及ぼす効果とその認知
皆 本 麻 実 “子ども性”に関する一考察　－大学生の箱庭制作を通して－
山 内 友 香 転機となるライフイベントが中年期女性にもたらす変化

－時間的展望および自己効力感に着目して－
西　尾　ゆう子 老年期女性の語りを通した心の変容過程　－個と関係性の二側面からの考察
原 田 久 人 中年期におけるうつと成功体験記憶の関係
塚　田　　亮 心理学と境界設定
横 井 明 子 “贈る－もらう”をめぐる体験に関する心理学的考察　－大学生の語りを通して－
渡 邊 枝 里 発達障害を抱える子どもの「母親になる」ということについての一考察

－発達障害を抱える子どもを育てる３人の母親へのインタビューを通して－
松 尾 俊 哉 ネガティヴ感情を予防するユーモアの効果について
雨 海 祐 介 ニューアカデミズムと知識人界の変容　－－浅田彰と東浩紀を中心に－－
大須賀　真理子 幻想としての反抗期　～データベース社会に生きる現代の若者～
大 竹 宏 紀 犯罪報道拡大の過程と要因に関する社会学的分析
木　村　　　修 アントレプレナーシップの社会学的研究
白 藤 雅 也 中学校の武道必修化に関する政策形成過程の考察

－教育的効果の検証の必要性－
中 島 悠 介 ドバイにおける高等教育戦略と展開

－FreeZone への海外高等教育機関誘致に焦点を当てて－
中　野　　　諭 韓国の私教育費をめぐる政策と実態
羽　鳥　　　琢 アメリカの英語教育における一般書利用

－図書の選択と排除請求に焦点を当てて－
原　　　瑞　希 旅とアイデンティティ
久　田　智恵美 高学歴女性の職業選択に関する考察
松 木 雄 紀 ポストモノ離れ時代の広告
渡 辺 雅 幸 インドの公教育における宗教

－ヒンドゥー・ナショナリズムの影響による変化に焦点をあてて
金　沢　寿太郎 現代日本における「幸福／不幸」のアイロニー
西　川　　　光 日本における帰国生徒教育の変容に関する考察

平成22年卒業論文
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広　瀬　悠　三 臨床教育学講座　博士後期課程 2回生
井　藤　　　元 日本学術振興会特別研究員　臨床教育学講座　博士後期課程 3回生
グェンティ　ホンハウ 臨床教育学講座　博士後期課程 1回生
奥　井　　　遼 臨床教育学講座　博士後期課程 2回生
長谷川　千　紘 心理臨床学講座　博士後期課程 3回生
谷　垣　紀　子 心理臨床学講座　博士後期課程 2回生
中　藤　信　哉 心理臨床学講座　博士後期課程 2回生
西　浦　太　郎 心理臨床学講座　博士後期課程 1回生
河　野　一　紀 心理臨床学講座　博士後期課程 3回生
永　山　智　之 心理臨床学講座　博士後期課程１回生
友　尻　奈緒美 心理臨床学講座　博士後期課程 2回生
小木曽　由　佳 日本学術振興会特別研究員　心理臨床学講座　博士後期課程 1回生
菱　田　一　仁 心理臨床学講座　博士後期課程 1回生
鍛　治　まどか 心理臨床学講座　博士後期課程 3回生
中　野　江梨子 臨床心理実践学講座　博士後期課程 2回生
小　山　智　朗 臨床教育学専攻 臨床実践指導学講座 博士後期課程 3回生 
北　岡　美世香 臨床実践指導学講座　博士後期課程 1回生
宮　嶋　由　布 臨床心理実践学講座　博士後期課程 3回生
松　本　拓　磨 臨床心理実践学講座　博士後期課程 3回生
渡　邉　　　潔 臨床心理実践学講座　博士後期課程 2回生
ファン・ステーンパール・ニールス 教育学講座　博士後期課程 2回生
藤　井　康　子 教育学講座　博士後期課程 3回生
西　山　直　子 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 2回生
高　橋　菜穂子 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 1回生
竹　内　一　真 教育方法学講座　博士後期課程 1回生
細　尾　萌　子 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 2回生
大　下　卓　司 教育方法学講座　博士後期課程 1回生
小　山　英　恵 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 1回生
小　川　絢　子 教育認知心理学講座　博士後期課程 3回生
田　村　綾　菜 教育認知心理学講座　博士後期課程 3回生
橋本（鈴村）京子　 教育認知心理学講座　博士後期課程 3回生
溝　川　　　藍 日本学術振興会特別研究員　教育認知心理学講座　博士後期課程 3回生
岡　田　丈　祐 教育社会学講座　博士後期課程 2回生
濱（山﨑）貴子 日本学術振興会特別研究員　教育社会学講座　博士後期課程 3回生
井　上　　　烈 教育社会学講座　博士後期課程 2回生
猿　山　隆　子 生涯教育学講座　博士後期課程 3回生
柴　原　真知子 生涯教育学講座　博士後期課程 2回生
長　崎　励　朗 日本学術振興会特別研究員　生涯教育学講座　博士後期課程 2回生
齋　藤　　　桂 比較教育政策学講座　博士後期課程 3回生
隼　瀬　悠　里 日本学術振興会特別研究員　比較教育政策学講座　博士後期課程 2回生
工　藤　　　瞳 日本学術振興会特別研究員　比較教育政策学講座　博士後期課程 1回生
河　井　　　亨 高等教育開発論講座　博士後期課程 1回生

※　投稿数 50 件，掲載数 45 件，採択率 90％
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⑴　投稿資格
　単著論文の場合、執筆者は、本研究科教員及び博士後期課程 1年次以上の大学院生とし、
院生については少なくとも指導教員 1名の推薦のある者に限る。
　上記の資格をもつ者が年度途中で身分を変更した場合にも、少なくとも前期に在籍すれば、
投稿資格をもつ。ただし、身分変更を速やかに届けて、変更後にも紀要編集委員会と連絡が
取れる状態にあることを条件とする。以上の条件を満たさない場合には、投稿資格を失う。
　共著論文の場合、本研究科教員が第 1著者となり、学内外の研究者（修士課程 1年次以上
の大学院学生を含む）を共著者とするものに限る。 

⑵　内容
　　原稿の内容は未発表の学術論文とする。

⑶　使用言語
　　原則として自由。ただし、外国人留学生は日本語で投稿すること。

⑷　原稿枚数
　Ａ 4用紙で 1枚当たり「43 字× 38 行」とし、教員および共著論文は 25 枚（本文 24 枚＋
英文アブストラクト 1枚）、院生論文は 13 枚（本文 12 枚＋英文アブストラクト 1枚）を上
限とします。外国語論文の枚数もこれに準じます。

⑸　投稿要領
　投稿に際しては、執筆注意事項指定の書式に従い、原稿の他にコピーを 2部添え、締切日
までに指定された提出先に提出のこと。なおフロッピーディスク（またはCD-R）も合わせ
て提出すること。

　　また、英文タイトル及び 200 語程度の英文アブストラクトをつけること。

⑹　投稿・問い合わせ先
　　紀要編集委員会

⑺　原稿の掲載の可否
　原稿の掲載の可否については、別に定める審査基準に基づいて紀要編集委員会が審査・決
定する。 

⑻　著作権
　　本紀要に掲載された論文の著作権は本研究科に属する。
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稲　垣　恭　子　　駒　込　　　武

角　野　善　宏　　中　池　竜　一




